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こんにやくゼリーによる窒息事故への対応  
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厚 生 労 働  

厚生労働省としては、こんにやく入りゼリーによる窒息事故は、食  

品の物理的な形状等に起因するものであること等により、食品衛生法  

の規制の対象となる「衛生上の危害」に該当しないものと考えている。  

しかしながら、厚生労働省においては、こんにやく入りゼリーを原因  

とする死亡事故の発生を踏まえ、次に掲げる取組を実施している。  

1．業界の事故防止対策に関する情報の提供  
○ 平成19年10月12日、業界団体（全国こんにやく協同組合連合会、   

全国菓子工業組合連合会及び全日本菓子協会）が取りまとめた事故   

防止対策（こんにやく入りゼリーがお子様と高齢者の方には不適で   

あることが一目で分かるような警告表示を設ける等）について、都   

道府県等に対し、市町村、児童福祉施設、介護保険施設、関係団体   

等に対する周知を要請した。  

2．食品の窒息事故に関する研究の実施  

○ 平成19年度には、「食品による窒息の現状把握と原因分析」と題   

する研究を実施し、本年5月8日、その結果を公表した。その概要は、   

別添のとおりである。  

○ 平成20年度には、食品による窒息の要因及び事例の分析、窒息リ   

スクに関する意識調査等を実施することとしている。  

3．食品の窒息事故に関する情報の提供  

○ 本年5月8日、厚生労働省が公表した研究の結果のほか、内閣府食   

品安全委員会がホームページに掲載した「食べ物による窒息事故を   

防ぐために」と琴する文書（乳幼児、高齢者等では食べ物による窒   

息がおきやすく、食べ物は食べやすい大きさにして、よく噛んで食   

べるこ とが重要等）について、関係府省等に情報を提供するほか、   
都道府県等に対し、市町村、児童福祉施設、介護保険施設、関係団   

体等に対する周知を要請した。   



○ 本年9月20日に発生したこんにやく入りゼリーによる幼児の死亡   

事故を受けて、10月3日、内閣府食品安全委員会のホームページの更   

新内容のほか、食品による窒息事故の予防の啓発及び食事提供の際   

の注意喚起について、都道府県等に対し、市町村、児童福祉施設、   

介護保険施設、老人福祉施設、関係団体等に対する周知を改めて要   

請した。  

で ＿撒ノヨ   



（別添）  

「食品による窒息の現状把握と原因分析」調査について  

1．調査の概要  

■平成19年度 厚生労働科学特別研究事業  

■研究実施期間：平成20年1月～3月  

■研究班鼻：  

主任研究者：向井美恵（昭和大学歯学部口腔衛生学教授）  

分担研究者：才藤栄一（藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学教授）  

大越 ひろ（日本女子大学家政学部食物学科教授）  

市川光太郎（北九州市立八幡病院副院長、小児科救急センター長）  

堀口 逸子（順天堂大学医学部公衆衛生学 助教）  

2．調査の内容  

■消防本部及び救命救急センターを対象として、事故事例機関を平成18年1月1日からの  

1年間とし、実施した。  

消防本部は全国18ケ所を対象として13ケ所から回収できた。救命救急センターは、平  

成19年11月現在登録されている204ケ所を対象とし、75ケ所から回収できた。  

■質問内容は、発生日時、年齢、性別、原因物質（食品）、窒息時の状況、バイスタンダー  

（家族など）による応急処置の有無、基礎疾患の有無の7項目を基本とした。   

消防調査では傷病程度、呼吸停止状態の有無（心肺停止含む）の有無、救急隊に  

よる救急救命処置の有無、の3項目を加えた10項目、救命救急センター調査では  

転帰、基礎疾患の有無の2項目を加えた9項目である。  

3．結果概要  

■消防調査は、全人口の約22％をカバーし、724例の事故が発生し、そのうち65例（8．9％）  

が死亡例であった。  

■救命救急センター調査では603例の事故が発生し、半数以上の378例（62．7％）が死亡し  

ていた。   

消防隊の処置によって死に至らなかった場合に一般病院に搬送され、重症例が救命救  

急センターに搬入されると思われ、救命救急センター調査では死亡例が多いと考えられ  

た。   



■年齢では、時に高齢者に多く65歳以上で顕睾であ瑚最  
享でが最も多かフた。   

人口動態統計で、不慮の事故の種類別にみた年齢別死亡数・構成割合の「その他の  

不慮の窒息」での「気道閉鎖を生じた食物の誤嚇」報告は、死亡例ではあるが同様の傾向  

を示した。  
＼   

■原因食品を見ると、両調査とも「もち■」が最も多く、次いで「ご飯」「パン」などの穀類が多か？  

転 ＿   

原因食品が判明している事例では、消防調査（432例）は、「もち」77例、次いで「ご飯」  

61例、「パン」4ラ例であった。救命救急センター調査（371例）は、「もち」91例で「パン」43  
例、「ご飯」28例であった。  

■穀類に次いで、菓子類が多く、そのほか、魚介類、果異額㈱食墨  

は多岐にわたった。  

菓子類については、消防調査では62例、救命救急センター調査44例であり、その内訳  

は、「飴」、「団子」などが挙げられた。  

■「カップ入りゼリー」は灘考  

が乳幼児よりも多かった。  

■餅卿保帝の上食することは、岨噴機能の未熟な小児   

や岨噴機能の低下を来した高齢者にとって、窒息の一つの要因になることが示された。  

■リスウの高い食品を食べる場合には、充分に唄喝して食品を粉砕するとともに狭い咽頭を通   

過しやすいように唾液と充分に混和することが窒息を予防する点力、ら重要である。金島卑窒   

息事故のリスウを広く周知することが重要である。  

④  

T∵‾三冠   




